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最終 1月 東大本番レベル模試 （2019年 1月 27日実施）  

採点基準 世界史 

 

※ 以下の加点ポイントは目安です（加点ポイントは＜ ＞でくくり、得点を○の中に記入）。実際は個々の答

案の状況に応じて採点しています。 

※ 学習の成果を少しでも拾いたいため、部分点はできるだけ与える方向で採点していますが、実際の入試では

同じ扱いとは限りません。完全な答案を目指して、しっかり復習しましょう！ 

 

第 1問 日露戦争とアジアの民族運動 （配点 28点） 

※ 7 行目に入っている答案を採点対象とする。 

※ 指定語句は指定された形で用いていない場合は加点しない。 

※ 20 行目に入っていない答案は，加点ポイントを満たしていても満点にしない。 

※ 指定語句に下線を引いていない答案（個数には関わらない）は，全体から 1 点減点とする。 

 

＜民族運動・国政変革運動＞  ※下線は指定語句 

※ 1909 年以降の出来事は今回の範囲外なので加点しない。 

1 イラン 

① 日露戦争は，立憲制の日本が専制のロシアに勝利したと受け取られたこと…1 点 

② 立憲革命がイランで起こったこと…1 点 

③ ②の当時の王朝はカージャール朝であったこと…1 点 

④ ②の背景：カージャール朝の専制があったこと…1 点 

※「ロシアやイギリスによる圧迫があった」なども可 

⑤ ②によって，議会開設（または憲法制定）が実現したこと…１点 

 

2 オスマン帝国 

① 専制が行われていたこと…1 点 

② ①がアブデュルハミト２世によるものであったこと…１点 

③ 青年トルコ革命が起こったこと…1 点 

④ ③をエンヴェルらが起こしたこと…1 点 

⑤ ③によってミドハト憲法が復活したこと…1 点 

⑥ 第１次ロシア革命も③への刺激となったこと…1 点 

 

3 インド 

① ベンガル分割令が出されたこと…1 点 

② 国民会議派が①に反発したこと…1 点 

③ ②がカルカッタで大会を開いたこと…1 点 

④ ③の大会で４綱領が採択されたこと…1 点 

 ※「③でスワラージが採択された」なども可 

⑤ スワラージは自治獲得を求めるものであること…1 点 

※「スワデーシは国産品愛用」「英貨排斥」「民族教育」を挙げても可 

⑥ （③の大会を）ティラクが指導したこと…1 点 



2/4 

4 中国 

① 中国同盟会が結成されたこと…1 点 

② ①は東京で結成されたこと…1 点 

③ ①は興中会などが統合されて成立したこと…1 点 

④ ①の中心的指導者は孫文であること…1 点 

⑤ ①は三民主義を掲げたこと…1 点 

⑥ ①の基本綱領を構成する４項目：駆除韃虜・恢復中華・創立民国・平均地権…いくつ書いても 1 点 

 

5 ベトナム 

① ファン＝ボイ＝チャウがベトナム独立を目指したこと…1 点 

② ①はドンズー（東遊）運動を提唱したこと…1 点 

③ ②は日本への留学運動であったこと…1 点 

④ ②によって多くの留学生が来日したこと…1 点 

⑤ ②はフランスからの独立運動の指導者の育成を目的としたこと…1 点 

 

＜日本の立場・外交政策など＞ 

6 韓国 

① 日本が韓国を保護国化したこと…1 点 

② ①は第２次日韓協約によること…1 点 

③ （①などにより）韓国で義兵闘争が本格化したこと…1 点 

④ 日本は，ロシアとは日露協約を結んで協調したこと…1 点 

⑤ ④で中国東北地方などでの互いの権益を認めたこと…1 点 

 

7 ロシア・フランスなど 

① 義和団事件後もロシアが中国東北地方から撤兵しなかったこと…1 点 

② ①によりロシアが朝鮮半島への圧力を強めたことが，日露戦争の背景になっていたこと…1 点 

③ 日本は，イギリスとは日英同盟を継続したこと…1 点 

④ 日本は，フランスとは日仏協約を結んで協調したこと…1 点 

⑤ ④で互いの勢力圏を認めたこと…1 点 

⑥ ④がドンズー運動瓦解の要因となったこと…1 点 

 

8 論理構成点  （＝上記加点ポイントの他に，論理展開を意識している答案に与えるプラスアルファの点。論

述問題の解答は，単に歴史用語をつなげればいいというわけではないことを受験者に理解してほしいために設け

ている。解答欄の右下欄外に，「12＋Ｒ１＝13」などと記す） 

① 1～6 のすべての国についてバランスよく述べられていること…Ｒ１点 

② 日本が日露戦争後，列強との協調路線をとったことが具体的に 2 つ以上挙げられていること…Ｒ１点 

具体的な事例：日露協約の締結・日仏協約の締結・日英同盟の継続（締結は加点しない）など 
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第 2問 農業の歴史 （配点 22点） 

※ 加点ポイントをすべて満たしていても，それ以外に明白な誤りがある場合は，満点を与えない。 

※ 加点ポイントの合計が満点に達しても，設問全体の必須事項が欠けている場合は，満点を与えない。 

 

問(1)(a)各 1点  名称：占城米，チャンパー米など 可 

 

(b)5点満点 ※背景（②か③）及び影響（⑥）の両方がなければ満点にしない 

① オランダが財政難に陥ったこと･･･ 1 点 

② ①の背景：ベルギーが独立したこと･･･ 1 点 

③ ①の背景：ジャワ戦争が起こったこと･･･ 1 点 

④ 耕作地の一部に商品作物を栽培させて安く買い上げたこと･･･ 1 点 

⑤ ④の商品の作物の具体例：コーヒー・サトウキビ・藍など･･･1 点 

⑥ 影響：農村で飢饉が生じたこと…1 点（いずれかに加点） 

：人口が増加したこと 

：ジャワの自給自足経済が破壊されたこと 

 

問(2)(a)2点満点  

① 灌漑農業が発達したこと･･･1 点 

② ①の背景として，ナイル川の定期的な増水（氾濫）があったこと･･･1 点 

③ ナイル川上流から肥沃な土壌が運ばれてきたこと･･･1 点 

 

(b)4点満点 

① ムハンマド=アリーが近代化改革を実施したこと･･･1 点 

② 近代化改革（富国強兵）の財源が必要であったこと･･･1 点 

③ 専売制を確立したこと･･･1 点 

 ※「地租改正実施・徴税請負人制度の廃止・商品作物（綿花）栽培の奨励」なども可 

④ 富国強兵の具体例：近代的な(陸海)軍の創設・官僚機構改革・教育制度の整備・官営工場などの建設 

･･･1 点 

⑤ ④はフランス（人）が援助したこと･･･1 点 

 

問(3)(a)4点満点 

  ① 鉄製の重量有輪犂が普及したこと･･･1 点 

② ①の結果，深耕が可能となったこと･･･1 点 

③ 三圃制が普及したこと･･･1 点 

④ ③の内容：耕地を春耕地・秋耕地・休耕地に三分すること･･･1 点 

⑤ 水車が普及したこと･･･1 点 

 

(b)4 点満点  

＜第 1 次囲い込み＞  

① 羊毛の増産を目的としたこと･･･ 1 点 

② 政府によって禁止されたこと･･･ 1 点 
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＜第 2 次囲い込み＞  

① 穀物の増産を目的としたこと･･･ 1 点 

② 議会の承認のもとに進められたこと･･･1 点 

 

(c)1 点 ピョートル＝ストルイピン 可 

 

第 3問 貿易や交易の歴史 （配点 10点） 

※ 漢字の誤りは不可 

※ ひらがな表記は不可 

※ ｂ音をｖ音で表記しているものは不可 

※ 音引きの有無や位置が違うものは不可 

※各 1 点 

(1) フェニキア民族 可 

(2) ベニン 可 

(3) アユタヤ王朝 可 

(4) アズハル大学 可 

  アズハル＝モスク 不可 

(5) ポルトガル王国 可 

  ポルトガル共和国 不可 

(8) 1 点満点 

※地域と取引品（1 つでも可）の両方がなければ加点しない 

① 北海・バルト海（北ヨーロッパ商業圏）を中心に海産物・木材（毛皮・穀物・毛織物）などの日用品（生

活必需品）を取引した。…1 点 

  

以上 


